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研究成果概要 
	 東海-神岡間長基線ニュートリノ振動実験（T2K）は、茨城県東海村の大強度陽子加速

器施設 J-PARC で生成したニュートリノビームを 295ｋｍはなれたスーパーカミオカンデ

(SK)に向かって打ち込み、電子型ニュートリノ（νe）出現現象の発見やミュー型ニュー

トリノ（νμ）欠損現象の精密測定によってニュートリノ振動の全容を解明する実験であ

る。平成 25(2013)年にはそれまで未発見であったνμからνeへの出現現象を観測するこ

とに世界で初めて成功、レプトンにおける「CP 対称性の破れ」の観測への扉をひらいた。

T2K 実験ではνμから νeへの出現確率と、反ニュートリノ（ニュートリノの反粒子）に

おける	 反νμから反νeへの出現確率との違いとしてレプトンCP対称性の破れを観測す

ることが出来る。	

	 T2K 実験ではレプトン CP 対称性の破れの観測に向けた指標を得るために、平成 26

（2014）年 6 月より反ニュートリノを生成するモードでの運転を開始、データ取得を継

続している。平成 28(2016)年 3 月末の時点でビーム強度 390kW（繰り返し周期 2.48 秒）

での運転を達成し、1.3×1021個の積分陽子数（そのうち約 6×1020個が反ニュートリノ生

成モード運転）を蓄積した。1 パルス当たりの陽子数 2×1014個は、シンクロトロンによ

り加速・取り出された陽子数の世界記録である。	

	平成 27 年度は反ニュートリノビームでの反νμ欠損現象と反νe出現探索の初めての解

析結果を国際会議で報告した。反νμ欠損現象の測定は MINOS 実験や SK での大気ニュー

トリノ観測による結果に並ぶ世界最高レベルの精度であり、この結果をまとめた論文を

学術誌に発表した（発表論文 7）。また、過去に取ったニュートリノビームモードでデー



タで、νμ欠損現象とνe出現探索の総合解析を行い、振動パラメータを世界最高精度で

決定することに成功最多（発表論文 5）。さらに、前置検出器における電子ニュートリノ

欠損探索や、ミューニュートリノ及び電子ニュートリノの反応断面積測定、将来の実験

感度の検討などが学術誌に掲載された(発表論文１〜4、6)。	

平成 27(2015)年 11 月には、西川公一郎氏と T2K 実験グループが、他の４つのニュート

リノ実験とともに	Breakthrough	Prize	in	Fundamental	Physics	を受賞した。	
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